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令和２年 10 月 1 日 

坂戸いきものがかり 

 

「坂戸市ペット同行避難推奨」の啓発活動の報告 

 

坂戸いきものがかりは、コロナで春から延期されていたという「犬の登録・集合狂犬病予防注射」時

に総数５００人位は来るだろうとのことだったので、犬の飼い主さんに啓発するには絶好の機会であ

ると判断し、啓発活動をさせていただきました。坂戸市環境政策課さんには深いご理解と多大なご協

力を頂き活動が無事にできたことに感謝申しあげます。 

以下、その報告と課題についてレポートとなります。ご参照願います。 

 

日時と場所： 

令和２年９月２５日（金）勝呂公民館分館跡地 9:30-11:30 

令和２年９月２６日（土）入西地域交流センター 9:30-11:30 

令和２年９月２７日（日）市役所 9:30-11:30 

 

目的： 

令和元年の台風１９号による坂戸市が初めて経験した避難所開設において、ペット連れで避難された

市民は多数おりました。ペット飼養者とペット非飼養者が混在した避難所、別々となった避難所、飼

い主が「ペットは避難できない」と伝えられたなど統一性がなく、ペットを飼っている坂戸市民の中

でも待遇がいろいろと違っておりました。ペット同行避難の意味は、飼い主を含む全ての住民の安全

の確保となります。その目的で坂戸市ではペット同行避難推奨をスタートさせました。 

今回の機会に多くの飼い主さんに周知させるべく、「坂戸市ではペット同行避難を推奨している」「飼

い主として今すぐにするべきことは何か」をチラシとカードを配布して情報提供と啓発活動を同時に

行いました。 

 

活動した彩の国動物愛護推進員： 

令和２年９月２５日（金）山本恵子、高梨廣子、伊藤民子 

令和２年９月２６日（土）加藤文子、佐藤恭子、伊藤民子 

令和２年９月２７日（日）山本恵子、佐藤恭子、伊藤民子 

 

具体的な活動内容： 

「災害時のペットとの同行避難について」★１というエキスのみの内容のチラシ（ソース：環境省令

和 2 年 8 月発行）と埼玉県発行ペット防災手帳（カード型）★２を事前準備し、2 種を１セットに

して、注射お支払いが終り帰るところで声をかけて、「坂戸市では災害時にペットと一緒に避難がで

きるようになりました」「カードに必要事項を書いて、キャリーケースに貼ってペットを入れて避難

所にお越しください」と手短に伝えました。キャリーケースの説明も皆さんきちんと最後まで聞いて

くださいました。ただし２５日はかなりの雨で立ち話のできない状態であったため、支払い担当の職

員さんにチラシとカードを飼い主さんに渡して頂きました。★１、★２、様子は写真にて。最後に添

付しております。 
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令和２年９月２５日（金）接種数５３、 新規接種数２＝５５ （支払い時に職員さんから） 

令和２年９月２６日（土）接種数１１８、新規接種数２＝１２０（推進員から） 

令和２年９月２７日（日）接種数１７２、新規接種数４＝１７６（推進員から） 

合計 ３５１ 

 

犬の登録者さん約３５０名弱にはチラシとカードを配り、口頭で伝えることができました。今後はこ

の方たちから横に口コミでこの情報が伝わるだろうと推測します。 

 

勝呂と入西は番犬風の犬と室内飼いの犬と半々くらいでした。市役所はほぼ室内飼いの犬のようでし

た。番犬風の犬はお手入れがされている犬とされていない犬が散見されました。飼い主の意識がかい

まみえました。 

 

担当推進員が聞いた飼い主さんのコメント： 

上記方法でチラシとカードを渡し、カードをキャリーケースに貼ったものを実際に見せて、やり方を

説明したので、飼い主さんは視覚でみることができよくご理解なさったものと思います。以下のコメ

ントを頂きました。 

 

ほとんどの飼い主さんは、「ありがたいです」、「助かります」、「よかったです」などの歓迎するコメン

トでした。「えー、本当ですか」という驚きの声もありました。説明にも真摯に耳を傾けて聞いてくだ

さり、この様子からペット同行避難への関心がかなり高いものと思われました。 

 

「去年はペットと車の中にいたんだよ」「娘の家にペットと一緒に避難した」「去年は避難所に行くか

どうか迷い結局行かなかった」「去年は断られた」など行政の対応が統一的でなく、自助にて過ごされ

た飼い主さんも多くいたようです。つまり子どもの数よりペットの数の方が多いという昨今、坂戸市

でも「ペットは家族の一員」という位置づけが明確化されている証拠ではないでしょうか。 

 

日本で頻繁に起こる災害の発生時に飼い主さんは自分のペットの安全を不安に思うことでしょう。今

回飼い主さんのコメントを聞く限り、坂戸市がペット同行避難を推奨していることがはっきりとわか

り、どの飼い主さんも安堵したものと推察できます。まだまだペット同行避難を体制的に整えていな

い自治体も多い中、「坂戸市は大丈夫だ」というインパクトはかなり大きいと思います。 

 

 

坂戸市の飼育数のアバウトな推計： 

坂戸市内の飼育ペット数を把握することは、避難所での対応と対策に大きく左右し役立つものだと考

えます。以下試算してみました。 

 

日本ペットフード協会の調べで 2019 年の数字がでています。全国世帯数 56,996,515 世帯 

犬 飼育頭数 8,797,000 頭  飼育世帯数 7,152,000 世帯 飼育率 12.55% 

猫 飼育頭数 9,778,000 頭  飼育世帯数 5,524,000 世帯 飼育率 9.69% 

 

正しい数字にはなりませんが、単純に、坂戸市の世帯数で案分してみました。例えば水害時の避難指

示エリアの世帯数で案分するなどすれば、多少の数字の把握ができ、避難所での対応や対策もできや
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すくなるだろうと考えています。 

 

46,318 世帯（市民課、町・字別世帯人口表 2019.12.01 付け）あくまでもアバウトな推計です。 

坂戸市で飼われているだろう犬の数 5,812 頭 

坂戸市で飼われているだろう猫の数 4,488 頭 

 

 

参考情報： 

埼玉県の生活衛生課では県としてのペット同行避難のガイドラインを作成しました。坂戸市の事例発

表も記載があります。参照くださいませ。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0706/doubutu/doukouhinanguideline.html 

 

又、啓発活動の必要性を裏付ける県のアンケート調査もご参照ください。質問８からが防災に関する

県民の意識がわかります。これを坂戸市にそのまま当てはまるのではないかと思います。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0706/doubutu/siiku-enquete.html 

 

 

課題について： 

 関係者だけでの事前訓練 

上記報告内容をふまえ、災害発時を想定してのペット同行避難受け入れの訓練が絶対必要だと考えて

います。実際の本物の訓練はコロナでできないことは承知いたしております。ですので、提案ですが、

どちらかの小学校中学校をお借りし、推進員、市の職員、さくらの犬猫とその飼い主さんで、スター

ターキットを使っての訓練をしたいと考えております。この点に関し、ご考慮いただければと思いま

す。さくらの犬猫はこちらで手配いたします。関係者だけの訓練をする際は県の生活衛生課が見学さ

せてほしいと言っております。上記ご検討お願いいたします。 

 

 市民へさらなる情報提供 

まだまだ情報が行きわたらないと思いますので「坂戸市がペット同行避難を推奨している」の情報を

以下のツールなどを使って提供する必要があると考えています。それと同時に「飼い主が今すぐする

べきこと」なども同時に啓発できるようにしたいです。 

 

公共施設、地域包括支援センター、市民掲示板、防災安全課の防災アプリ、市の HP、 

インスタグラム、ツイッターなど 

 

 

https://www.pref.saitama.lg.jp/a0706/doubutu/doukouhinanguideline.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0706/doubutu/siiku-enquete.html
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写真で様子をご参照ください。 

 

令和２年９月２５日（金）勝呂公民館分館跡地 9:30-11:30 

山本恵子、高梨廣子、伊藤民子 
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令和２年９月２６日（土）入西地域交流センター 9:30-11:30 

加藤文子、佐藤恭子、伊藤民子 
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令和２年９月２７日（日）市役所 9:30-11:30 

山本恵子、佐藤恭子、伊藤民子 

 

 


